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論文内容の要旨

慢性心不全における 1-123 metaiodobenzylguanidine (M1BG) の肺取り込みの臨床的意義を検討した。

【方法】

健常ボランティア 15例 (normal 群 全例男性、平均年齢33 ::t 10歳)、慢性心不全19例 (chronic heart failure: 

CHF 群 男性16例、女性 3 例、平均年齢50 :t 16歳)を対象とした。 CHF 群の内訳は拡張型心筋症 (Dilated

Cardiomyopathy; DCM) 14例、虚血性心疾患 CIschemicHeart Disease: 1HD) 5 例であった。 1-123 M1BG イメー

ジングは安静時絶食状態にて 1-123 M1BG111 MBq を静注し、 15分後及び240分後に Planar 正面像をそれぞれ 5 分

間撮像した。心臓、上縦隔、右上肺、左上肺に関心領域 (ROl)を設定し、 15分後(早期像: 1 )及び240分後(後期

像:2) の心臓/上縦隔集積比 (H1/M1、 H2/M2)、右肺/上縦隔集積比 (rt L1/M1、 rt L2/M2)、左肺/上縦隔集

積比(lt L1/M1、 lt L2/M2)、心臓 M1BG Washout Rate (WR-H)、右肺 M1BG Washout Rate (WR-rtL) 及び

左肺 M1BG Washout Rate (WR-ltL) を求めて、心エコー図により算出した拡張末期左室径、収縮末期左窒径、左

室駆出率及び心臓カテーテル検査により測定した肺動脈拡張期圧 (PA(D)J 、肺動脈収縮期圧 (PA(s)J 、平均肺動脈

圧、平均肺毛細血管模入圧、平均右房圧、心拍出係数、左室収縮期圧、左室拡張末期圧と比較した。

【成績】

( 1-123 M1BG シンチにおける肺の指標及び心筋の指標に関する各群聞の関係

肺の M1BG 集積の指標である L/M に関しては CHF 群で normal 群に比し rtL2/M2 (2.13:t0.33 vs 1. 87 :t 0.35、

p<0.05) 及び ltL2/M2 (1.92:t0.28 vs 1. 64 :t 0.23、 p<0.01) において有意に高値で、 WR-rtL (53.0:t13.8 vs 62.7:t 

1 1. 7、 p<0.05) 及び WR-ltL (53.9土 13.1 vs 63.7 :t1l .0、 p<0.05) において有意に低値であった。心筋の M1BG 集積

指標である H/M は CHF 群で normal 群に比し H1/M1 (2.17:t0.45 vs 2 .45 :t 0.26、 Pく0.05) 及び H2/M2 (2.11:t 

0.46 vs 2.87 :t 0.42、 pく0.0001)ともに有意に低値であった。 WR-H (43.1:t8.7 vs 26.4:t 9.6、 p<0.0001) は有意に高

値であった。

DCM 群と 1HD 群の聞に 1-123 M1BG シンチにおける肺の指標及ひe心筋の指標に関する差はなかった。
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( 1-123 M1BG シンチにおける肺の指標と心機能の関係

CHF 群において WR-rtL は PA(s) Cr= -0.57、 Pく0.01)及び PA(D) Cr= -0.61、 Pく0.01)との聞に負の相関関

係を認め、また、 WR-ltL と PA(s) Cr= -0.66、 P<O.O.1)及び PA(D) Cr= -0.67、 Pく0.01) との聞にも負の相関関

係を認めた。

また DCM 群と 1HD 群は別々に解析しても Washout Rate と PA(s)及び PA(D) との聞に有意な負の相関関係を認

め、同様の結果であった。

CHF 群、 DCM 群及び IHD 群において M1BG シンチにおける肺の指標と心エコー図及び心臓カテーテル検査によ

るほかのパラメーターの聞に差はなかった。

【総括】

慢性心不全では後期像に M1BG の肺集積の増加を認め、 Washout Rate は低下を示した。これは慢性心不全によ

る肺の毛細血管の硬化、毛細血管基底膜の肥厚のため肺の毛細血管内皮細胞機能に異常が生じるためと推測された。

また M1BG の肺の Washout Rate は肺動脈圧を反映し、重症度評価の指標になり得ることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

Metaiodo benzy 19uanidine CM1BG) はノルエビネフリンの類似物質であり、その標識化合物 1-123 M1BG は交感

神経末端においてノルエピネフリンと類似の取り込み、貯蔵及び放出の挙動を示す。現在、 MIBG は心筋交感神経

分布及び交感神経末端のカテコラミンの貯蔵状態を描画する心筋シンチ製剤として様々な心疾患に利用されているo

一方、 1-123 M1BG は、疾患により異なる肺集積を示すが、肺集積に関する報告は少なく、特に、心不全における肺

集積に関する報告はない。従って、本研究では慢性心不全患者を対象として 1-123 MIBG の肺集積と洗い出しの臨床

的意義を検討した。

本研究では、以下の成績が得られた。

肺の MIBG 指標に関しては心不全群にて Washout Rate が低下し、それにより後期像における肺集積が高値を示

した。また、その Washout Rate は左室駆出率及び肺毛細血管模入圧との聞に有意な相闘を認めなかったものの、

肺動脈圧との間に有意な負の相関を認めた。 MIBG の washout rate は現時点の心不全の指標である肺毛細血管模入

圧よりも慢性的な心不全による肺動脈の障害を反映する肺動脈圧により影響を受けることが示唆された。さらに肺血

流量との関係を追求するために上、下肺野間の M1BG 集積について検討した。その結果、肺の集積に関して下肺の

高値傾向を示した正常群に比し、心不全では上、下肺聞に差はなくなり、心不全による上、下肺聞の血流分布の変化

に影響を受けると考えられたが肺の Washout Rate に関しては正常群と心不全群ともに上、下肺聞の差はみられず、

肺血流量との関係は少ないと考えられた。慢性心不全では長期慢性心疾患として、肺循環の変化及び肺の毛細血管の

硬化、毛細血管内皮細胞基底膜肥厚を起こす可能性があり、 MIBG の Washout Rate は心不全によるうっ血に影響

を受けるよりも、肺血管におけるこのような器質的変化に関係していると推測された。

以上の如く、肺における MIBG 集積の評価が慢性心不全による肺血管の器質的障害の非侵襲的評価として有用で

あることを示した本研究は今後の臨床応用が期待され、学位の授与に値すると思われるo
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